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一般化串工業や交油機開等に~iJ!.:くべからざる重要fillで、ある蓄電池には通常陰陽NM副長をと短絡

させぬ械に隔雌板が使川しである。隔離板は一部にはエボナイトや市1'1'子三年も川いられるがえ部

分は木製でありそれ以外のものは出格のE誌はもとより性能に於ても未だ木製に及ばぬものが多

い肢である。隔離板は電tfJi 1 牧j手に 1 牧宛を必要とするし一本裂の場合同木に針する製お;!ÿjトーり

も N，ßいのでとれに要する木村は昭和 24 年度で約 6 t~;石にj主している。 (i'fr電池陥離板:ut振興

合訓)0 n木製隔離阪はその樹種1f.'Z技法11量四法等の如何により性能に著しいま:泣生生じるが，

此等の割にil~J して材料的見地から系統的な検，可lまあまり JJ!I えられて肘らすヘ同門では餓道佼研

のほか，蓄電池製法走行事に於て行われた:?'ffD研究成ALを見るのみである。殊に有機能とし

ての木材。不均一性と蓄電池にゐける未だに究明されつくしてはた7ない隔離板の受けるえは隔

離板のよ共す複雑な電気化接的作月jを巧ーえれば本製隔離仮に助j して系統的な研究を行って隔離脱

川村の樹陀， Jfx.弘法，底型H法与のJ.!]遣を献立して泣く ~Jr.がのぞましい。 l! Aヰf~i~jnhQ怖によると

隔離椛は ~J~ 1 股( rt7，伐の優れたもの)がひのき又は之と同等IiL ，第 2 研(品'f["の劣るもの)が

しなえは之と /"J等品と定められであるが，寅i授に-;!jl誌に於て取扱われるものは大部分ひのき製

で， ・部にしな製。ものがJijl、られるが他の樹聞は殆ど賀川に 1たされていないはーである。之は

ひのき材が優良であるというとと以外にびゆきが能準規侍に代表樹陸と定めて bるな無批判に

Jfx._I-_げられる了1;:にもよるし， 1 TI白[他樹極|こï:fする陥離板としての性能試験或は責川試験が充分

に行われてhけないからでもあって，必十しもひのき材の優秀!主のみに基ゃくものではない。

ひのき材は隔離板として適材ではあるが阻々のJm主におして競合多く帯電池の品質を旋すきE

なしに他樹臨を以て置換える事が出来たなら 61耳石のひのき材が他のより誼切なfH3主に利月j し

得る詫であり，又此等の枝躍或はひのき材に劃してもより品質を向上せしめる庭理方法を確立

してゐく事は木村の高度利用の見地から目下の急務であると忠われる。営場に於ては袋て林野

腔並に経済安定本部の示唆をと受けて，帯電池隔離板m材として利用可能な若干樹極に主t してそ

の底理法と製品の性能を研究'1 1で‘あったが若干の成果を得たので‘業界方一両の要望もあり取あえ

歩その一部を報告する弐第である。本報告は議報的なものであり試験は廷に私捜して行いつつ

ある。



策;.1，4吹

本研究を行ふ(i_)(乙常り多えのi足立を供興された林1刊J:し経済安Æ:1吋il:>l立に試材Dl)~興を交け

た開探各24・林局若， ''1象的調査に関して多六の便益と叶しみなき援1I}Jを賜わった蓄電池隔離{反工

J説。11試験場問先干!ib-102ー

業振興合，試材。製作に12 られた日本セバレータ!iiJ: i'í ，PJi'，直接試験心主要部分を分拾して]買い

た古川電池株式合位i~rllJ 7';]"ム孝氏.問i立1之'Wj' !ïf r究所杉川!な[2氏並 l之 lítt~ 口諸ií: ，立税計算誕l剖等tこ

協力して頂いた;tt場木村物fffi研究室のr，イ立に深注在る此立を去すぶっ

試料並iζ庭理方法n. 

日;t!l食材はイヰ試験Uために火去の主n き iJT林75から作に素性Dい L ヌLJぷ?泣1.jーを交げてこれを i史

出したっ
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上!"j己の丸太は;虫'j片ο隔離仮製法に従ってっき奴訟により心、村〈但しアカマ、ソ;')みは法材) J: り

柾 fl*Jix.で高 10cm ， IV亘 llcm の溝付標準隔離板(;:r~ 11司)を作り束ねて冷I!首所iこ保存したっ

凶 rl' t i 土 1mm が標準であるが， 多少!手さ心不f，iJ があるため， ~lJ1 ct示.t!.~f~ ， T:芭~(j:尽Jlt試:取につい

ては一刻字さを測定して単位厚さの場合に換算した。|はIrl，12F.j:~Jji": さとあるのは t 心娃化l乙!症と

て電気抵抗の計算に使用した平均陸rr面厚さであるつ

陥:雄悦の I苛庭理としては電気抵抗を減少し f1つ不純物による化ヰ3的悪影響を除〈ため一般

l亡苛i生曹達による抽出庭理が行われる。印ちがi工を経った隔臨板を苛性曹主主稀持水溶液と共l乙

と心際、<1)1;1'f:工曹j主溶液o一定時間加熱して後，稀硫酸により中平n し水洗して使用するものでF

濃度，加熱温度，加熱時間の如f

響の程度を調ぺるぺ<，弐の如き底理方法主選んだ。

苛性曹達溶液濃度 3 .9ó'， 加熱温度 800C 加熱時[1\] 2 時間L 庭現耗了後直ちにおbJ\.にて洗A 

試抜迄水中 i乙{与と干j.の硫酸中に一主夜泣漬しi支充分に水洗，

した。?な庖~!jlJC は恒温持をJlJひて温度を一定i亡保ったっ

樵し， 200c に於て比重1.02
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B 前と同一保件であるが時間を 5 時lUJ にしたう

C 薬液濃度 13iS， 加熱温度 90ÜC，カl執時nlJ 2 時間j

D C時間同段なるも加熱時間 5 時間!

E 築技iG:~J.支 0.5%，加熱温度 1000C，加熱時ì rJJ 1 時間

-103-

F 粟液i程度 69&，加熱浬皮 1000C，加熱時lifl 1 時間，後 800Cの温湯にて 2 時1m庭理以下

同前。

1r.jE庭理は V1JM訟に適用してみた結果いすτれも強度IこむいてはA庭理と犬差なく電気設抗!土

著しく多かったので，他の樹種には遁用そ見合せた。鹿理に際し:夜量は r:!i-~度 0.5'空白C時 200cc ，

136(ì)時 100 cc , 3 >',,;, 6 タム:(ì)時 50 cc とした。とれは従来の肝究デ{グ{から推して必要

且定分な託と }i2，~コÜ6 l)。

IH. 試験方法

隔離右足の品質の検定のためには種々の方法があり，最も的確にとれを失11るには笠間試験によ

るほかないがf 長時間を要するため我図では一般に臨時日本摂半現俸によって，電気低抗p 抗

張力:t;~護性有機酸の三者を iI!lJ定している。木試!投に沿いては l王立との1;>t~各試験法に準捺して，

竜気抵抗p 抗張力， )立ぴ、に揮資性有機陵、つ三者ーを ì)!lj定し，又硫酸中に浸漬した場合の耐酸抗張

力を調べた。

1 ) 電気呪抗試験

供試品を 250C (ì)硫酸(200C に公いて比重1.200) 中に約 24 時間;卦貞泣直した後 250C の

硫酸(200C に於いて比重工200) を満たした電槽Ijlでその電気誼抗を測定し，あらかじめ測定

した硫酸、つみο電気抵抗との差をもって吊球阪の電試抵抗と見倣す，とのり合電気抵抗測定に

は誠道技術研究所期氏の考案による古監降下法によった2)つ

2) j)'c~lUJ五え除

標準現格には F 繊維に平行方向とl1fffJ 方向の抗張力封尭定しであるがF 隔離恨の如きもので

は，その跳壊は最も抗張力の弱い方向日Ilち繊維にli1ftJ方向に起れと心特徴は電池に伎町して

隔離板がJYliG量化したfえでも治え夫せないとと第 1表3) の如くである。それ故織松方向。抗張力

を測定する事l主力民意味と考え，本試験に於いては識者tに直角方向の j尤張力のみを測定した。試

験j「は第 2 固に示す如き河刊たである。試験機l土 5kg シヨツパー抗張力試験楼を用いた。強度

軍事H\には 10 -6 枚。平均値をとり，夫々。平均D厚さにて除して市位営り強度を算n~ した。
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tf~ 1 表 木製隔離板の強度減ゆ (kg/mm2)

i .1 1'" 板|滑付

種 別| 織和平行 蜘日夕1 I 酬[;11: 2['-行 | 起訴jf'vc �� ffJ 

|使川前川ο時|使用前 1 10'<1ミ後|使川前 1 10年後|使附 1 10年後
ガラス I 亙 1-7瓦丁 24. 7 I 1. 20 1 O. 29 1 25 I 18. 1 1 1. 29 I 0 . 27 

fi?140| 山 1 1.20 i 0.151 25 1 15.31 1.291 0 ぬ

3 ) 搾琵性有機酸

95 mm x 95 mm  x 1.5 mm の純鈴板 2 枚を陽極， 3 伎を陰極とし之等を交互に組合せ，陰陽

N4極板の間に 100mm  x 100 mm の試喰片を 1 枚宛押入し，之を硫蹴(200C に於て比重1.200)

500c己中に浸漬しで~1t;ìn'E 1.2 A を 24 時間連槙通電したる後，共の硫酸 50ccを保久之に共

の 1部が強位硫酸ソーグとして残ffiずる程度に苛'f4j;ソーダ溶液者三加えて械底蒸溜し，共の蒸溜

液l亡含まれる昂設住有機限7FI をフヱノールフグレインを指示薬として N/10 アルカリにて泊j定

し.碕酸 300cc I亡到する N!10 アルカリ消費量を以って町吉野:"1:有機酸を表わしたっ

4 )耐酸強度

2 )に示した如き試験)i- を 200C fこ於て比重1.300 の硫酸~Il !亡浸潰して 400CIと保持し A ，

B , E，庭理材に於ては 24 時lilJ， 48 時間， 96 時ii\J， 240 時1m ， 720 時間， C , D底理材に於

ては 96 時間， 192 時[m，日におと同様にして抗張力を測定した。とれは蓄電池に於て費生

ずるであろう最高と忠はれる硫酸濃度及び、温度を選んだものである。

IV. 費験結果

上越の女n くにして件られた貴験結果を第 2 支第 3 表i乙示したがp 以下少しくこの結果を検討

し℃みる。

1 )電気抵抗

色気抵抗は， A庭現と B庖:WL C庭理と D庭理を上回交すると概ね後者の方が前者より和低い

がその減少率は最初ο電気抵抗のfjj'[f亡比較すると僅少で， f店主:訂正抗の低下は底理D比較的初期]
になされている ~1î-がわかる o との減少の)U~態を A ， B庭理(35ぢ 800C)C D庭理( 15'; 1000c) 

毎にグラフに示すと第 3 国，第4 図。如くで，電気抵抗の減少は樹初を問わや最初 2時間以内
にほビ完了している事がわかる。(闘 r[t統的lïの破棋は規格位)従って 2 との程度。温度で電気底
抗を減少するために長時n_H虎理を行う ~Jfi土強度きと低下せしめるりみであまり Zま味がない，とれ
はアルカリ庭XIJID場合電気抵抗を増す|主l子でL ある松:tJHJ，精油， 油Ij日共他多糖郊の一部が比較的
初期にお1J!JI，されるからであろう。叉， C , D底王mはA ， B底辺1に比しはるかに電気抵抗が低下
している事は電気底抗を減少せしめるには誕液の法度を濃くするよりも i目度を上昇せしめる方
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がはるかに有殺な:<trを示してゐる。又日本標準規格に示した呪栴他(第 1 輯)は 0.004 nf也n-:lf

mmであるが， イタヤカヱデ，カウヤマキのA ， B底王1]l，ヒノキのA庭理を|役く他は持規栴値

より低い航を示している o E底現は電気抵抗が*しく高いが，との程度心濃度温度では抽出が

甚だ緩徐に行われる需であろう。

F庖理では柴i夜j，1!k度も温度も高めてみたが続時11\]のためか， I 王\:' A底:fI![と I;IJ限度である。此

等ヱコ鮎に闘しては更に詳細に研究を illiめる設定である。

2) :fft 張力

抗張力の1;，1今にも電気托抗と H様な!長I'Po時11lJ co影響が多少現われるが，そ0限度は電気十底抗

i亡比し r'T成り綬徐である。又i品!庇及i)1~度に Ithl しでも電気抵抗心場合といj肢の怒持がはられる。

但し， C ， D 底~ljlの強度は試験i1-作製のi努に型を川いて打抜いた汚(他はすべて ~liJ刀の棋によっ

て成形した)その影響が相官現われていると比られとり却を考慮に入れて檎，Hずる必要があ

る。 f訂日本435r判J~怖に於ける規十各自主(第 1 極)0.05kgfmm2 を下姐るものは一つもなかったっ

3 )有機酸

有機械予:が帯電池の11MTに如何なる影響を及ぼすかについてはあまり判史止知られて必らや

その測定の必要性についても間々論議のある所であるが， ー!監規格による j! [ll定を行ってみたっ

規俗他(第 1 関)は 4cc であるが， E , F 底理はとれより多く， Jlシナ，イタヤカエデの淵葉

樹は釘'~聞に比しはるかに有機械量が多かったっとれは有機醍v生成il';[ と Ja-われるべントザン

共他が出j葉樹には存しく多い事からうなやけよう。有機隈-}fcに t5却しては応現時I lHJ_) ];¥3 ~.~{:にあま

り-貸住は認められない。 F 底.Ðp.~土総括的i亡 A ， B底理工り酸量多く，従来薬液濃度を増せば

有機陵部:が市 }]Ilすると言われている所と一致する。

4) 耐酸強度

第5 闘に示す如く段初急激に後徐ろに i}目、度が{民 Fするつ qti二 ì!罰葉樹D未定理材はその!立が~

しカミったが，とれば j開業樹グリニンが針葉樹リグニンよりも硫醍による分解が不易なためで、あ

ろう。蹴以み閉店を泊じ底理Zコ杭度が狽い程耐限必i度も低下してむり，との傾向は故後迄沼く

が犬々の'温度lま宍zr~1乙接近して行き長時日のうちには殆んど類似D煩!支に薄着く。卒予i立'H丑問 l亡

於ても絶:tねi司校な傾向が見られ，故了VJ<D強度差l土次第に波少接近してゆく。 問中横平lhの破線は

非浸漬隔離仮(第 1 種)に到する規格位である。 C ， D ，庭理材はriえ lî・設が少く全而的l亡との

数値に信部は íl'，来ぬが，傾向を知るために併記したもので貫陪には 2) に記した迎 IfJで今少し

高い数値をとるもりと考えられる。今後ii1T:t酸湿度を比較する場合には概ね安出黙に古る 96 時

間菅直の強度を比絞ずる事で目的を達し得られよう。 30 日程j品した後の主14弘前酸温度。強い

ものを拾い上げてみるとヒノキ，アカマツ，モミ， トドマツ，エゾマツ等である。

以上述べた所により与問酉待lこ底理?去の忌塑，~ぴに隔離校としての性能。一部が推定される

が 'JJ論Z互に之だけD試致成韻によって各樹珪の隔離根として0適否を判定する事はlfl来十，更
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に多くの底理方ままの比較を行うと共に最格的には貫m試験を行う:rJ.・が必要で、ある。

V，摘妥

1 ) ヒノキ務以下 11 樹在nにつき苔電池隔離板としての性能試験を行った。

2) 苛性曹達虐理l土全般(I!~に長時!日]行わす;2 時間程度で切上げた方が経済的で、あ 1) 且つ良

質むもθが出来る。

:3 ) 電気託抗並びに抗張力に釘しては苛性曹j圭底辺の際薬液濃度の影響よりも温度む影響

の方がはるかに大きい。

4 ) 前it酸強度l土未庖王m村も底豆H材も最初 4 日間f立の rl日に念激に強度。減少をきたし後滞

共に強度を低下する。

5) IiírJ酸強度!土樹í-ill)JU底辺法)Jリ共最初の強度。強いものが上位にあるが長時日心 í7') iこはそ

の差が極めて接近して求る。

6 ) 有機酸は針葉樹よ ì) ì慌葉樹に多く，叉底理華街夜濃度心部いものより濃いものに多かっ

h 
1'- 。

7 ) たL上の結果を綜合すると隔離板として， ヒノキ材以外の針葉樹で、有望と忠われるもの

はカウヤマキ.アカマツ，モミ， トドマツツ p ヱゾマツ，今年で rl'でもモミ， トドマツ，ヱ

ゾ、マツは工作i主. 'iþ留りと字も J込しその面からも陥出lr.板として使!Jjし得ると忠われる。お

もと JLは規格試験の上での:rl'~であって，更に他の説、適性を検討しなければならない。共他

の樹種も恵理法の選定如何によっては隔離板として使用し得る可能性が大きい。病葉樹は

その性質に於て;i!f'~樹と兵る所多く庖理法を更に検討する必要があろう。
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試料~~ ~ -I-fC. ..f.-JO. |電気抵抗 i

E 嘉理方法 O/dm2!mm
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J可f 変性有機酸

Eアけリ消費量「叫
カ

(上村)

張
kg/mm2 

蓄電池隔離板用材の研究
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試
カ

。 0.01600 0.2188 15.79 
と

A 0.00330 0.2249 5.27 

、手 B 0.00334 0.2171 1.46 

C 0.0028 0.1750 
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E 
dつ
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o 24 48 

時間(時)

96 240 270 

試料

樹 積彪理方法

硫酸 1霊法

。 0.2797 0.1205 0.1162 0.1044 0.0580 i 0.0425 
--) 
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詮. C. D慮に於ては硫酸浅漬時間 24011手間の開に記入してあるのは 192 時間のもので作表の都合上

この関に記入しれものでわるつ
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R�sum� 

1). We have undertaken such tests to find applicability of those woods for 
the work of storage battery separators as electric resistance, tensile 
strength perpendicular to grain, volatilizing organic acic1 content, anc1 tensile 
strength against sulphuric acid soaking as to 11 species of ]apanese wood. 

2). 1n 2 hours sodium hyc1roxic1e treatment proc1uced separators having fair 
to good electric resistance. 

3). The ﾌ1伃ueuce of treating temperature was working stronger on c1ecreas 
of electric resistance and tensile strength of separators than that 01 

sodium hydroxide concentration. 

4). Tensile strength against sulphuric acid soaking showed a very decrease 
for the first four days and gradual1y less. 

5) . 羽Toods holding high strength remained as much after sulphuric acid 

soaking in various kinds oﾍ woods and treatm ents, but difference in 
strength become scarce later. 

6). Volatilizing organie acid was found out more in broad-leavec1-wooc1s 
than in con�erous wooc1s, so much as treatec1 woods with high conc己ntration

liquor than in the other. 

7). As the result of the above experiments, hopeful wooc1s for this puropose 

b巴side Hinoki are Kδyamaki， Akamatsu, Momi, Toc1omatsu, Tsuga anc1 
Ezomatsu etc, among which Momi. T oc1omatsu, Ezomatsu are supposed 
to be very hopefu1. 
This investigation is stil1 being uuc1ertaken. 




